
　

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
11
月
19

日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の
５
日
間
、
町
内
12

カ
所
で
町
政
懇
談
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

各
会
場
に
は
、
仕
事
な
ど
で
多
忙
に
も

関
わ
ら
ず
、
多
く
の
町
民
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

『
広
報
に
い
か
っ
ぷ
』
で
は
、
こ
の
町

政
懇
談
会
で
鳴
海
町
長
か
ら
ど
の
よ
う
な

話
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
か
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
ず
、
２
月
号
で
は
、
町
長
が
各
会
場

で
説
明
し
ま
し
た
、
町
が
取
り
組
ん
で
い

る
主
な
政
策
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

町
政
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
（
要
旨
）

①
『
国
保
診
療
所
の
有
床
化
と
町
民
の

健
康
増
進
に
つ
い
て
』

　
　

医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
技
術
者
の

職
員
体
制
が
整
い
、
入
院
病
床
を
平
成
30

年
８
月
１
日
か
ら
再
開
し
て
い
る
。
併

せ
て
、
救
急
外
来
患
者
の
年
中
無
休
に

よ
る
24
時
間
受
入
も
同
時
に
再
開
し
た
。

　
　

今
後
も
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
国
保
診
療
所
を

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
皆
さ

ま
、
今
後
も
支
援
・
応
援
し
て
く
れ
る

皆
さ
ま
の
思
い
を
大
切
に
、
一
人
ひ
と

り
親
切
丁
寧
な
対
応
に
心
掛
け
、
多
く

の
町
民
か
ら
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
施

設
」
と
言
っ
て
頂
け
る
地
域
医
療
を
目

指
し
て
行
き
た
い
。

　
　

健
康
増
進
対
策
は
、
今
年
度
か
ら
生

活
習
慣
病
予
備
群
を
把
握
す
る
た
め
の

特
定
健
診
、
各
種
が
ん
検
診
、
婦
人
科

検
診
の
受
診
率
の
向
上
対
策
と
し
て
、

検
診
自
己
負
担
金
の
無
料
化
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

②
『
学
校
教
育
及
び
子
育
て
施
策

に
つ
い
て
』

　
　

心
身
と
も
に
成
長
、
発
達
の
途
上
に

あ
る
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
は
豊
か
な
心
や
望

ま
し
い
人
間
関
係
を
育
成
す
る
上
で
、

大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
給
食

費
の
無
料
化
を
今
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
。

　
　

ま
た
、
朝
日
小
学
校
の
複
式
学
級
の

解
消
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
一
部
の

学
年
に
お
い
て
複
式
学
級
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
町
が
独
自
に
教
職
員
を
確
保

し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
更
に
複
式
学

級
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
１
名
増
の
２

名
の
教
職
員
を
配
置
し
た
上
で
、
教
育

環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　

高
校
生
の
通
学
対
策
と
し
て
は
、
今

年
度
か
ら
、
新
ひ
だ
か
町
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
、
静
内
駅
か
ら
静
内

農
業
高
等
学
校
ま
で
の
無
料
送
迎
バ
ス

の
運
行
に
つ
い
て
、
当
町
対
象
生
徒
の

経
費
を
負
担
し
、
共
同
運
行
す
る
こ
と

で
、
通
学
支
援
を
進
め
て
い
る
。

　
　

さ
ら
に
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の

誕
生
を
祝
い
、
町
の
活
性
化
と
児
童

の
健
全
な
発
育
を
願
い
、
子
ど
も
誕

生
祝
金
給
付
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
る
。

③
『
観
光
施
設
に
つ
い
て
』

　
　

に
い
か
っ
ぷ
ホ
ロ
シ
リ
乗
馬
ク
ラ
ブ

は
、
現
在
、
開
発
局
で
進
め
て
い
る
、

日
高
自
動
車
道
の
ル
ー
ト
上
に
あ
る
こ

と
か
ら
移
転
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
乗

馬
ク
ラ
ブ
施
設
は
、
屋
内
馬
場
、
厩
舎

を
は
じ
め
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
放

牧
地
な
ど
広
大
な
土
地
を
必
要
と
す
る

こ
と
か
ら
、
候
補
地
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

西
泊
津
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
隣
接

地
の
町
有
地
内
に
日
高
自
動
車
道
の
工

事
整
備
に
か
か
る
残
土
捨
場
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
の
部
分
に

つ
い
て
、
埋
め
立
て
後
は
広
大
な
土
地

と
な
る
こ
と
や
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

隣
接
地
で
あ
る
こ
と
、
新
冠
温
泉
と
も

近
く
、
両
施
設
と
の
相
乗
効
果
も
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
隣
接
地
を
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
移
転
先

と
し
て
適
地
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
　

な
お
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
移
転
先
で
の

営
業
は
再
来
年
度
か
ら
取
り
進
め
る
こ

と
で
計
画
を
し
て
い
る
。

　
　

道
の
駅
ゾ
ー
ン
は
、
厚
賀
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
今
後
、
新
冠
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
も
控
え
て
お

り
、
道
の
駅
へ
の
立
ち
寄
り
客
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
関
係
機
関
か
ら
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
望
む
声
が
あ
る
。

　
　

現
有
施
設
は
規
模
が
小
さ
く
ト
イ
レ

の
数
も
少
な
い
こ
と
、
レ･

コ
ー
ド
館

第
２
駐
車
場
は
未
舗
装
で
、
あ
ま
り
活

用
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
改
善
点
が
あ
り
、

新
冠
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
よ
り

日
高
地
域
へ
の
玄
関
口
と
し
て
の
機
能

も
持
ち
合
せ
る
こ
と
か
ら
、
交
流
人
口

の
拡
大
や
賑
わ
い
の
あ
る
空
間
づ
く
り

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
施
設
の
拡
幅
や

駐
車
場
の
再
整
備
な
ど
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
検
討
を
考
え
た
い
。

④
『
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
つ
い
て
』

　
　

情
報
化
社
会
の
著
し
い
進
展
、
特
に

技
術
革
新
が
進
む
中
、
事
業
活
動
や
生

活
面
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て

活
用
で
き
る
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

に
つ
い
て
、
地
域
よ
り
強
い
整
備
要
望

が
あ
る
。

　
　

携
帯
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
地
域
の
解

消
と
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
環

境
の
整
備
を
図
る
観
点
か
ら
、
高
速
通
信

網
の
拡
充
に
向
け
、
光
回
線
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
と
し
、
今
年
度
は
事
業
の
円
滑

な
執
行
の
た
め
の
事
前
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。

　
　

光
回
線
の
整
備
事
業
は
、
こ
れ
ま
で

国
に
２
回
の
事
業
申
請
を
し
て
い
た

が
採
択
に
至
っ
て
い
な
い
。
光
回
線
整

備
費
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
町
で

全
額
負
担
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た

め
、
平
成
31
年
度
以
降
、
国
の
補
助
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
図
り
な

が
ら
、
整
備
を
進
め
た
い
。

⑤
『
農
業
後
継
者
対
策
に
つ
い
て
』

　
　

当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
若
者
の
都
市
へ

の
流
出
の
影
響
が
大
き
く
、
担
い
手
の

不
足
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

　
　

農
業
支
援
員
制
度
の
運
用
に
よ
り
新

規
就
農
を
目
指
す
人
材
の
育
成
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
年
度
か
ら
の

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
農
家
子
弟

が
親
元
就
農
し
た
場
合
に
交
付
す
る
奨

励
金
制
度
を
設
け
て
い
る
。

⑥
『
生
鮮
食
料
品
に
つ
い
て
』

　
　

農
協
ス
ト
ア
の
閉
店
に
よ
り
、
生
鮮

食
品
を
日
常
的
に
扱
う
店
舗
が
無
く
な

り
、
近
隣
町
へ
出
向
く
こ
と
が
出
来
な

い
高
齢
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
多
く
の

町
民
が
困
っ
て
い
る
と
い
う
切
実
な
声

が
多
く
あ
る
。

　
　

今
後
、
生
鮮
食
品
な
ど
を
自
ら
見
て
選

び
買
う
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
、
施
設
整

備
の
構
築
が
必
要
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
現
在
、
道
の
駅
ゾ
ー
ン

に
お
い
て
、
町
内
青
年
有
志
に
よ
る
出

店
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

民
間
の
方
に
よ
る
事
業
展
開
が
一
番
良

い
形
と
考
え
て
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く
推

移
を
見
守
り
検
討
し
て
行
き
た
い
。

⑦
『
防
災
対
策
に
つ
い
て
』

　
　

昨
年
か
ら
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
北

海
道
に
よ
る
、
浄
水
場
地
先
下
流
域
の

河
道
内
の
土
砂
掘
削
及
び
河
川
沿
い
の

流
木
、
立
木
の
除
去
事
業
の
継
続
、
ま

た
、
洪
水
時
に
お
け
る
地
域
住
民
の
安

全
な
避
難
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
北
海
道
が
新
冠
川
を
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
、「
新
冠
川
水
位
予
測
シ
ス
テ

ム
検
討
業
務
」
が
昨
年
に
引
き
続
き
継

続
さ
れ
て
い
る
。

　
　

こ
れ
は
、
姉
去
水
位
局
を
基
準
に
上
流

域
の
雨
量
観
測
デ
ー
タ
や
ダ
ム
か
ら
の

放
流
デ
ー
タ
を
基
に
、
下
流
の
水
位
を
予

測
す
る
も
の
で
、
こ
の
検
証
結
果
に
基

づ
き
、必
要
に
応
じ
て
「
堤
防
の
嵩
上
げ
」

な
ど
を
検
討
す
る
と
の
回
答
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
更
に
は
、「
新
冠
川
・
厚
別

川
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
策
定
業
務
」
も

行
な
わ
れ
、
今
後
の
避
難
判
断
に
期
待
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

今
後
は
、
北
海
道
が
実
施
す
る
こ
れ

ら
対
策
の
結
果
を
踏
ま
え
、
厚
別
川
水

系
の
準
用
河
川
も
含
め
た
、
さ
ら
な
る

対
策
に
つ
い
て
、
北
海
道
と
協
議
し
な

が
ら
取
り
進
め
て
行
き
た
い
。

平成 30年度　町政懇談会開催報告①

　
今
月
号
で
は
、
町
政
懇
談
会
で
町

長
が
各
会
場
で
説
明
し
た
、
町
が
取

り
組
ん
で
い
る
主
な
政
策
な
ど
に
つ

い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
号
３
月
号
で
は
、
各
会
場
で

出
さ
れ
ま
し
た
、
主
な
ご
質
問
や
ご

意
見
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

新冠中学校クリスマス給食の様子

にいかっぷホロシリ乗馬クラブ

西泊津へ移転予定

平成 30 年 12 月７日　オープン
『にいかっぷキッチン』
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